
※ 対象物を入れる際 ② 工程開始（ＴＢ）

ﾁｬﾝﾊﾞｰ(庫内)に入れる対象物の目安は、7割～8割を目安 　準備が終了しましたら、後は工程を選んで頂いて

に入れて下さい。(取り出す際に滅菌ﾊﾟｯｸが引っ掛かって取 　ボタンを押して頂きます。

り難いのは×)中段の網棚は外して頂いて結構です。 　ＴＢ消毒 　　　8時間10分の工程で、内腔のある管

濡れた物、真空状態の物、50℃以上の温度に耐えられない 　腔類(チューブなど)が対象です。

い物、また-50kpaの陰圧に耐えられない物は避けて下さい。 リネン類もこのモードが対象になりま

す。30回ｶｳﾝﾄが1ｶｳﾝﾄづつ減算します。

※ チェックカード
③ 工程から完了

　弊社チェックカードは裏側からガスを吸収し、茶色に変化し

　します。なるべくガスを吸収しやすくする為、少し半分に折 　左図のように工程を開始すると、全体の工程時間が表示

　り曲げた状態で、滅菌パック内、或いは外側に置いて下さい。 　されます。

　工程が終了しましたら、ブザーと共に完了ランプが点灯

　します。

④ 解錠ボタン
インジケーターは、ホルマリン

ガス濃度が規定の1500PPM 　工程終了後は必ず解錠ボタンを押して下さい。各モードの

以上に到達して変色します。 　終了後、必ず押して頂かないと扉は開きません。

変色はまばらな時があります

が、薄く変色しておればOKです。

① 工程開始（器具） ④ 扉開閉注意

　準備が終了しましたら、後は工程を選んで頂いてボタンを押し 　工程が終了した直後は、扉をすぐ開けて頂いて結構です

　て頂きます。 　が、工程終了から時間が経過しているようでしたら、浄化

　　器具消毒 1時間40分の工程で、表面だけで良い 　ボタンを押してから開けて下さい。（7分工程）

鋼製小物などが対象です。 ｽﾃﾝﾚｽ凹凸に入っているﾎﾙﾏﾘﾝ粒子が再気化する可能性

30回ｶｳﾝﾄが1ｶｳﾝﾄづつ減算します。 があり、臭いの原因になります。また、リネン類をガス処理

した際も、開ける際は浄化工程を念の為行って下さい。
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※ ホルマリン希釈水、アンモニア水 ※ 中和液・消臭液

ホルマリン希釈水、アンモニア水が無くなりましたら、 　中和液・消臭液を(15日間)、或いは(30回)使用し、どちら

画面のようにライトが点灯します。薬液ボトルを交換 かが０になりますと、工程を作動できなくなります。中和・

して下さい。 　消臭液を交換して下さい。

【交換の方法は下の①②の通りです。】 　【交換の方法は下の①②③の通りです。】

① ホルマリン希釈水の交換 （必ず順番通りに行って下さい。）
① 中和液・消臭液の廃液

　あらかじめタンクのキャップを両方とも外しておきます。

　中和液槽・消臭液槽の下に、廃液用のコックがあります。

　これを片方ずつ開くと、下の廃液ドレーンから両方の薬

　液が出てきます。この薬液を桶に溜めて頂いて、水道水

　と一緒に廃液下さい。中和液・消臭液共にPH7の中性

Ⅰ) 上記写真の様にﾗﾝﾌﾟが点灯しⅡ) 空のボトルをセットしましたら　Ⅲ) 左のﾎﾞﾀﾝを1度だけ押して頂

　　ましたら、空のﾎﾞﾄﾙをｾｯﾄして 　　ﾎﾙﾏﾘﾝ原液ﾎﾞﾄﾙを図の様に  きます。すると自動的にﾎﾙﾏﾘﾝ液の

　　下さい。 　　差し込んでｾｯﾄして下さい。 ﾎﾞﾄﾙﾗｲﾝまで液が充填されます。 ② 中和液・消臭液の注入

　廃液が終了しましたら、コックが閉になっている事を確認

　し、中和液・消臭液を付属のロートを使用し注入して下さ

　　い。

ロートを差し込んで頂けましたら、専用薬液を流し込んで

頂くだけです。

Ⅳ) 次に、付属の精製水ﾎﾞﾄﾙに Ⅴ) 入れて頂きましたら、ﾎﾙﾏﾘﾝ　Ⅵ) 右のﾎﾞﾀﾝを1度だけ押して頂

　  精製水を入れて頂きます。 　原液と同じ要領で図の様に精  きます。すると自動的に精製水のﾎﾞ ③ 薬液交換終了
　製水ﾎﾞﾄﾙをｾｯﾄして下さい。 ﾄﾙﾗｲﾝまで液が充填します。

 中和液・消臭液共にセットが終了しましたら、リセットボタン

② アンモニア水の交換 を３秒間長押しして下さい。表示カウントが元に戻ります・

アンモニア水はメーカーの方で販売しています。在庫が無くなり

ましたら、メーカー或いは代理店に連絡して下さい。 　中和液・消臭液の交換は、期限を守って頂くよう御願い

　致します。

　取り付け方法は上記のホルマリン希釈水と同様、本体吸引キャップ

　にねじ込んで頂くだけです。
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